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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホルダに取り付けた剃刀ヘッドは、刃体を組み付けた刃組付体と、その刃組付体におい
て刃体の刃先が露出し得る表側に対する反対側で裏側に設けた弾性支持体と、前記ホルダ
の頭部に連続する接続部とを備え、前記剃刀ヘッドの弾性支持体は、前記剃刀ヘッドの刃
組付体に支持した支持部と、この支持部と前記剃刀ヘッドの接続部との間に設けた可撓部
とを備え、前記剃刀ヘッドの刃組付体は剃刀ヘッドの弾性支持体の可撓部により付勢され
て静止する中立位置に対しその可撓部の付勢力に抗して移動した移動位置を取り得るよう
に構成されており、
　前記剃刀ヘッドの接続部と刃組付体とにはその接続部に対し刃組付体を支え得る支点部
を有しており、
　前記剃刀ヘッドの弾性支持体において、前記可撓部は一対の支持部間でそれらの支持部
と前記剃刀ヘッドの接続部との間に設けられており、
　両可撓部は刃体の刃先の延設方向に沿う左右方向の両側で両支持部と接続部との間に配
置されており、
　前記剃刀ヘッドにおいて接続部の支点部と刃組付体の支点部とは、刃体の刃先の延設方
向に沿う左右方向に対し直交する上下方向で刃体の刃先の下方に配置されていることを特
徴とする首振り式剃刀。
【請求項２】
　前記剃刀ヘッドにおいて接続部は刃組付体の裏側に向けて突出して自由端部を有する突
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片部を有し、前記支点部はその突片部の自由端部に形成されていることを特徴とする請求
項１に記載の首振り式剃刀。
【請求項３】
　前記剃刀ヘッドの刃組付体は弧状の移動方向における移動位置を取り得る請求項１又は
２に記載の首振り式剃刀。
【請求項４】
　前記剃刀ヘッドの接続部の支点部は、前記剃刀ヘッドの刃組付体の移動方向に沿う弧形
状に形成されていることを特徴とする請求項３に記載の首振り式剃刀。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、刃体を組み付けた剃刀ヘッドがホルダの頭部に対し弾性に抗して首振りし得
る首振り式剃刀に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、下記の特許文献１で開示された安全かみそりでは、刃体を有する替刃ユニットが
、ジョイントの両ジャーナル軸受間で支持され、中立位置に対しその両ジャーナル軸受を
中心に弾性に抗して揺動するばかりでなく、柄に対し枢動軸により支持されたジョイント
が、中立位置に対しその枢動軸を中心に弾性に抗して替刃ユニットとともに揺動する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平４－２２３８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の特許文献１では、両ジャーナル軸受を中心とする揺動方向や枢動軸を中心とする
揺動方向毎に揺動支持構造を必要とし、その揺動支持構造が複雑になっていた。
　この発明は、首振り式剃刀において、刃体を組み付けた剃刀ヘッドをホルダの頭部に対
する中立位置に対し弾性に抗して移動し得る支持構造を簡単にすることを目的としている
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　後記実施形態の図面（図１～９）の符号を援用して本発明を説明する。
　請求項１の発明にかかる首振り式剃刀において、ホルダ（１）に取り付けた剃刀ヘッド
（２）は、刃体（１０）を組み付けた刃組付体（４）と、その刃組付体（４）で刃体（１
０）の刃先（１０ａ）が露出し得る表側に対する反対側で裏側に設けた弾性支持体（５）
と、ホルダ（１）の頭部（２４）に連続する接続部（６）とを備えている。剃刀ヘッド（
２）の弾性支持体（５）は、剃刀ヘッド（２）の刃組付体（４）に支持した支持部（７）
と、この支持部（７）と剃刀ヘッド（２）の接続部（６）との間に設けた可撓部（８）と
を備えている。剃刀ヘッド（２）の刃組付体（４）は剃刀ヘッド（２）の弾性支持体（５
）の可撓部（８）により付勢されて静止する中立位置（Ｐ）に対しその可撓部（８）の付
勢力に抗して移動した移動位置（Ｑ）を取り得るように構成されている。剃刀ヘッド（２
）の接続部（６）と刃組付体（４）とにはその接続部（６）に対し刃組付体（４）を支え
得る支点部（１３，２１）を有している。剃刀ヘッド（２）の弾性支持体（５）において
、可撓部（８）は一対の支持部（１４ｂ，１５）（１４ｃ，１５）間でそれらの支持部（
１４ｂ，１５）（１４ｃ，１５）と剃刀ヘッド（２）の接続部（６）との間に設けられて
いる。両可撓部（８）は、刃体（１０）の刃先（１０ａ）の延設方向に沿う左右方向（Ｙ
）の両側で両支持部（１４ｂ，１５）（１４ｃ，１５）と接続部（６）との間に配置され
ている。接続部（６）の支点部（２１）と刃組付体（４）の支点部（１３）とは、刃体（
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１０）の刃先（１０ａ）の延設方向に沿う左右方向（Ｙ）に対し直交する上下方向（Ｚ）
で刃体（１０）の刃先（１０ａ）の下方に配置されている。ちなみに、刃組付体（４）の
移動方向（ＸＶ，ＸＨ）は一つまたは複数であって、一つまたは複数の移動方向（ＸＶ，
ＸＨ）において、中立位置（Ｐ）から移動した移動位置（Ｑ）は一つまたは複数である。
【０００６】
　請求項１の発明では、ホルダ（１）に取り付けた剃刀ヘッド（２）において刃組付体（
４）を可撓部（８）により支持したので、刃組付体（４）を可撓部（８）の付勢力に抗し
て中立位置（Ｐ）に対し移動可能に支持する支持構造を簡単にすることができる。また、
剃刀ヘッド（２）に刃組付体（４）の裏側で可撓部（８）を設けたので、刃組付体（４）
の刃体（１０）に比較的近い位置で可撓部（８）を配設し易くなり、使用時に肌面で刃組
付体（４）を滑らかに操作して肌面に対する感触を良くすることができる。
【０００７】
　また、使用時に刃組付体（４）を可撓部（８）の付勢力に抗して移動させる際に支点部
（１３，２１）で支えて刃組付体（４）の動きを安定させることができる。例えば、それ
らの支点部（１３，２１）が刃組付体（４）の中立位置（Ｐ）及び移動位置（Ｑ）でそれ
ぞれ互いに当接して支えれば、接続部（６）に対する刃組付体（４）の移動を中立位置（
Ｐ）及び移動位置（Ｑ）で安定させることができる。
【０００８】
　また、弾性支持体（５）において可撓部（８）を各支持部（１４ｂ，１５）（１４ｃ，
１５）と接続部（６）との間で安定させて設けることができる。
【０００９】
　また、剃刀ヘッド（２）において左右方向（Ｙ）に対し直交する前後方向（Ｘ）の寸法
を小さくして剃刀ヘッド（２）をコンパクトにすることができる。
【００１０】
　また、支点部（１３，２１）の上方で刃組付体（４）及びその刃体（１０）に付与され
る力により、刃組付体（４）を容易に移動させることができる。
【００１１】
　請求項１の発明を前提とする請求項２の発明にかかる剃刀ヘッド（２）において、接続
部（６）は刃組付体（４）の裏側に向けて突出して自由端部を有する突片部（１９）を有
し、支点部（２１）はその突片部（１９）の自由端部に形成されている。この突片部は例
えば板状の舌片部（１９）であって、その舌片部（１９）においては、刃体（１０）の刃
先（１０ａ）の延設方向に沿う左右方向（Ｙ）の幅や、その左右方向（Ｙ）に対し直交す
る前後方向（Ｘ）の長さより、その左右方向（Ｙ）及び前後方向（Ｘ）に直交する上下方
向（Ｚ）の厚さを小さく設定している。また、その舌片部（１９）においては、前後方向
（Ｘ）の長さより左右方向（Ｙ）の幅を小さく設定している。請求項２の発明では、支点
部（２１）を容易に形成することができる。
【００１２】
　請求項１又は２に記載の発明を前提とする請求項３の発明において、剃刀ヘッド（２）
の刃組付体（４）は弧状の移動方向（ＸＶ，ＸＨ）における移動位置（Ｑ）を取り得る。
請求項３の発明では、支点部（１３，２１）を中心に刃組付体（４）を容易に移動させる
ことができる。
【００１３】
　請求項３の発明を前提とする請求項４の発明において、剃刀ヘッド（２）の接続部（６
）の支点部（２１）は、剃刀ヘッド（２）の刃組付体（４）の移動方向（ＸＶ，ＸＨ）に
沿う弧形状に形成されている。請求項４の発明では、刃組付体（４）の支点部（１３）に
対する接続部（６）の支点部（２１）の当接位置が刃組付体（４）の移動に伴い変化する
ため、各支点部（１３，２１）間の接触抵抗を軽減し、使用時に滑らかに操作して肌面に
対する感触を良くすることができる。
【００１４】
　次に、請求項以外の技術的思想について実施形態の図面の符号を援用して説明する。
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　請求項１の発明を前提とする第５の発明にかかる剃刀ヘッド（２）において、接続部（
６）の支点部（２１）と刃組付体（４）の支点部（１３）とは、剃刀ヘッド（２）の弾性
支持体（５）の両可撓部（８）で両支持部（１４ｂ，１５）（１４ｃ，１５）に隣接する
外端部（８ｂ）を互いに結ぶ想定空域（Ｓ）の内側に配置されている。ここに想定空域（
Ｓ）とは、両可撓部（８）の外端部（８ｂ）を互いに結ぶ想定線（Ｌ）上、または、その
想定線（Ｌ）の外周を囲う筒状空域を意味する。第５の発明では、両外端部（８ｂ）を互
いに結ぶ想定空域（Ｓ）の内側に支点部（１３，２１）が配置されているので、使用時に
刃組付体（４）を可撓部（８）の付勢力に抗して移動させる際に可撓部（８）の動きを安
定させ、刃組付体（４）を滑らかに移動させることができる。
【００１５】
　請求項１～４のうちいずれか一つの請求項の発明、または第５の発明を前提とする第６
の発明において、剃刀ヘッド（２）の刃組付体（４）は複数の移動方向（ＸＶ，ＸＨ）に
おける移動位置（Ｑ）を取り得る。第６の発明では、刃組付体（４）が複数の移動方向（
ＸＶ，ＸＨ）に移動して首振り式剃刀の剃り味を高めることができる。例えば、接続部（
６）の支点部（２１）と刃組付体（４）の支点部（１３）とが、刃組付体（４）の各移動
位置（Ｑ）でそれぞれ互いに当接して支えれば、接続部（６）に対する刃組付体（４）の
移動を各移動位置（Ｑ）で安定させることができる。
【００１６】
　請求項３～４のうちいずれか一つの請求項の発明、または第５～６の発明のうちいずれ
か一つの発明を前提とする第７の発明にかかる刃組付体（４）は、刃体（１０）の刃先（
１０ａ）の延設方向に沿う左右方向（Ｙ）と、その左右方向（Ｙ）に対し直交する前後方
向（Ｘ）と、その左右方向（Ｙ）及び前後方向（Ｘ）に直交する上下方向（Ｚ）とのうち
、その前後方向（Ｘ）及び上下方向（Ｚ）を含む鉛直面（Ｖ）上で弧状に移動する移動方
向（ＸＶ）における移動位置（Ｑ）と、その左右方向（Ｙ）及び前後方向（Ｘ）を含む水
平面（Ｈ）上で弧状に移動する移動方向（ＸＨ）における移動位置（Ｑ）とを取り得る。
第７の発明では、刃組付体（４）が鉛直面（Ｖ）上の移動方向（ＸＶ）と水平面（Ｈ）上
の移動方向（ＸＨ）とで弧状に移動して首振り式剃刀の剃り味を高めることができる。
【００１７】
　請求項１～４のうちいずれか一つの請求項の発明、または第５～７の発明のうちいずれ
か一つの発明を前提とする第８の発明において、剃刀ヘッド（２）の弾性支持体（５）の
両可撓部（８）は、剃刀ヘッド（２）の接続部（６）に隣接する内端部（８ａ）と、この
弾性支持体（５）の両支持部（１４ｂ，１５）（１４ｃ，１５）に隣接する外端部（８ｂ
）と、その両外端部（８ｂ）を互いに結ぶ想定空域（Ｓ）とにおいて、その内端部（８ａ
）から外端部（８ｂ）に向かうに従い想定空域（Ｓ）に接近するように傾斜する傾斜部（
１６）を有している。第８の発明では、両可撓部（８）において内端部（８ａ）と外端部
（８ｂ）との間の長さを傾斜部（１６）により長くして撓み易くすることができる。
【００１８】
　第８の発明を前提とする第９の発明において、両可撓部（８）の間隔は可撓部（８）の
内端部（８ａ）から外端部（８ｂ）に向かうに従い次第に大きくなっている。第９の発明
では、両可撓部（８）に傾斜部（１６）を容易に形成することができる。
【００１９】
　請求項１～４のうちいずれか一つの請求項の発明、または第５～９の発明のうちいずれ
か一つの発明を前提とする第１０の発明において、剃刀ヘッド（２）の弾性支持体（５）
の両支持部（１４ｂ，１５）（１４ｃ，１５）と剃刀ヘッド（２）の接続部（６）とは、
この弾性支持体（５）の両可撓部（８）と一体成形した連続部（１５，１７）を有してい
る。第１０の発明では、この連続部（１５，１７）で弾性支持体（５）の両支持部（１４
ｂ，１５）（１４ｃ，１５）及び剃刀ヘッド（２）の接続部（６）に両可撓部（８）を簡
単に取り付けることができる。
【００２０】
　請求項１～４のうちいずれか一つの請求項の発明、または第５～１０の発明のうちいず
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れか一つの発明を前提とする第１１の発明において、剃刀ヘッド（２）の接続部（６）と
ホルダ（１）の頭部（２４）とにはその頭部（２４）に対し接続部（６）を着脱可能に連
結する連結部（２０，２５）を有している。第１１の発明では、ホルダ（１）に剃刀ヘッ
ド（２）を連結部（２０，２５）で着脱させることができる。
【００２１】
　請求項１～４のうちいずれか一つの請求項の発明、または第５～１１の発明のうちいず
れか一つの発明を前提とする第１２の発明において、剃刀ヘッド（２）の刃組付体（４）
に被せられるキャップ（３）を備え、剃刀ヘッド（２）の接続部（６）とキャップ（３）
とには刃組付体（４）を移動させる際にその移動範囲を規制するストッパ部（２８，２９
）を設けた。第１２の発明では、刃組付体（２）を保護するキャップ（３）と剃刀ヘッド
（２）の接続部（６）とを有効に利用して刃組付体（２）の移動範囲を規制することがで
きる。
【００２２】
　第１２の発明を前提とする第１３の発明において、キャップ（３）は剃刀ヘッド（２）
の刃組付体（４）の裏側で剃刀ヘッド（２）の接続部（６）に面する裏板部（２７）を有
し、ストッパ部（２８，２９）はその裏板部（２７）と剃刀ヘッド（２）の接続部（６）
とに設けられている。第１３の発明では、キャップ（３）において刃組付体（４）の裏側
で剃刀ヘッド（２）の接続部（６）に面する裏板部（２７）を設けて刃組付体（４）の移
動範囲を規制することができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明は、ホルダ（１）に取り付けた剃刀ヘッド（２）に刃組付体（４）の裏側で可撓
部（８）を設けて剃刀ヘッド（２）を可撓部（８）により支持することができるので、剃
刀ヘッド（２）を可撓部（８）の付勢力に抗して中立位置（Ｐ）に対し移動可能に支持す
る支持構造を簡単にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】（ａ）はホルダに取り付けた剃刀ヘッドにキャップを被せた首振り式剃刀の全体
を示す側面図であり、（ｂ）は同じく正面図であり、（ｃ）は同じく背面図である。
【図２】（ａ）は図１（ａ）の部分拡大側面図であり、（ｂ）は図１（ｂ）の部分拡大正
面図であり、（ｃ）は図１（ｃ）の部分拡大背面図である。
【図３】（ａ）は図２（ａ）の剃刀ヘッドにおいてキャップを取り外した状態を示す部分
拡大側面図であり、（ｂ）は図２（ｂ）の剃刀ヘッドにおいてキャップを取り外した状態
を示す部分拡大正面図であり、（ｃ）は図２（ｃ）の剃刀ヘッドにおいてキャップを取り
外した状態を示す部分拡大背面図である。
【図４】（ａ）は図２（ａ）の剃刀ヘッド及びホルダの頭部を側面から見た部分拡大断面
図であり、（ｂ）は図３（ｃ）の剃刀ヘッドにおいてホルダの頭部から取り外した状態を
示す部分拡大背面図であり、（ｃ）は図３（ａ）の剃刀ヘッドにおいてホルダの頭部から
取り外した状態を平面から見た部分拡大平面図である。
【図５】（ａ）は図４（ｂ）（ｃ）の剃刀ヘッドにおいてホルダの頭部から取り外した状
態で刃組付体と弾性支持体及び接続部とを互いに組み付けた状態を背面から見た斜視図で
あり、（ｂ）は組付け前の刃組付体のみを背面から見た斜視図であり、（ｃ）は組付け前
の弾性支持体及び接続部のみを背面から見た斜視図である。
【図６】（ａ）は図４（ｂ）（ｃ）の剃刀ヘッドにおいて刃体を有する中間部から上部及
び下部を分離した刃組付体を正面から見た斜視図であり、（ｂ）は同じく刃体を有する中
間部に上部及び下部を組み付けた刃組付体を正面から見た斜視図である。
【図７】（ａ）は図４（ｂ）（ｃ）の剃刀ヘッドにおいて刃体を有する中間部から上部及
び下部を分離した刃組付体を背面から見た斜視図であり、（ｂ）は同じく刃体を有する中
間部に上部及び下部を組み付けた刃組付体を背面から見た斜視図である。
【図８】（ａ）は図３（ａ）の剃刀ヘッドにおいて刃組付体が中立位置にある状態を側面
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から見た部分拡大断面図であり、（ｂ）（ｃ）はそれぞれ刃組付体が移動位置にある状態
を側面から見た部分拡大断面図である。
【図９】（ａ）は図３（ａ）の剃刀ヘッドにおいて刃組付体が中立位置にある状態を平面
から見た部分拡大断面図であり、（ｂ）（ｃ）はそれぞれ刃組付体が移動位置にある状態
を平面から見た部分拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の一実施形態にかかる首振り式剃刀について図面を参照して説明する。
　図１に示す首振り式剃刀は、図１～３に示すホルダ１と、図３、図４（ｂ）（ｃ）、図
５～７、図８（ａ）及び図９（ａ）に示す剃刀ヘッド２と、図２及び図４（ａ）に示すキ
ャップ３とを備えている。剃刀ヘッド２は刃組付体４と弾性支持体５と接続部６とを備え
ている。弾性支持体５は支持部７と可撓部８とを備えている。
【００２６】
　剃刀ヘッド２の刃組付体４においては、中間部９ａに上部９ｂ及び下部９ｃが係止され
て離脱不能に取り付けられた枠部９を備え、中間部９ａには複数の刃体１０が組み付けら
れて上下方向Ｚへ並べられ、各刃体１０の刃先１０ａが中間部９ａの表側に露出して左右
方向Ｙへ延設されている。刃組付体４の枠部９内において、中間部９ａの裏側には凹凸状
の載置台部１１が形成されているとともに、載置台部１１の下方には左右方向Ｙの中央で
板状の規制部１２が前後方向Ｘの後向きＸＢへ突出し、規制部１２の基部と載置台部１１
との間には支点溝部１３（支点部）が左右方向Ｙへ延設されている。枠部９の上部９ｂ及
び下部９ｃの表側にはシェービングエイドが取着されている。特に、下部９ｃの表側には
髭を起こすことができるように軟質樹脂製のフィン９ｄを設けている。
【００２７】
　剃刀ヘッド２の弾性支持体５の支持部７においては、載置部１４が上部１４ａと左部１
４ｂ（支持部）と右部１４ｃ（支持部）とによりコ字形状に形成され、載置部１４の左部
１４ｂと右部１４ｃとの間に配置された剃刀ヘッド２の接続部６とその左部１４ｂ及び右
部１４ｃとの間には断面矩形の板状をなす可撓部８が架設されている。その左部１４ｂ及
び右部１４ｃには可撓部８と一体成形された連続部１５（支持部）が設けられている。支
持部７の載置部１４は刃組付体４の載置台部１１に対し係止されて離脱不能に取り付けら
れている。また、左右両可撓部８は、接続部６に隣接する内端部８ａと、支持部７の左部
１４ｂ及び右部１４ｃに隣接する外端部８ｂと、その両外端部８ｂを互いに結ぶ想定空域
Ｓ（図９参照）とにおいて、その内端部８ａから外端部８ｂに向かうに従い想定空域Ｓに
接近するように傾斜する傾斜部１６を有している。ここに想定空域Ｓとは、両可撓部８の
外端部８ｂを互いに結ぶ想定線Ｌ上、または、その想定線Ｌの外周を囲う筒状空域を意味
する。換言すれば、矩形状などの所定断面形状をなす外端部８ｂの外周縁の延長線を含む
筒状空域である。左右両可撓部８の傾斜部１６の間隔は内端部８ａから外端部８ｂに向か
うに従い次第に大きくなっている。傾斜部１６は前後方向Ｘ及び上下方向Ｚで見て共に想
定空域Ｓに対し傾斜している。
【００２８】
　剃刀ヘッド２の接続部６において、左右両可撓部８と一体成形された連続部１７が設け
られた主体部１８は刃組付体４の規制部１２にその上方で面し、主体部１８から前後方向
Ｘの前向きＸＦに板状の舌片部１９（突片部）が延設されているとともに、主体部１８か
ら前後方向Ｘの後向きＸＢに連結筒部２０（連結部）が延設されている。この舌片部１９
においては、刃体１０の刃先１０ａの延設方向に沿う左右方向Ｙの幅や、その左右方向Ｙ
に対し直交する前後方向Ｘの長さより、その左右方向Ｙ及び前後方向Ｘに直交する上下方
向Ｚの厚さを小さく設定し、前後方向Ｘの長さより左右方向Ｙの幅を小さく設定している
。舌片部１９の自由端部には支点縁部２１（支点部）が左右方向Ｙへ延設されて刃組付体
４の支点溝部１３に当接している。支点縁部２１において、上面と下面との間の厚さは上
面が傾斜して自由端部側に向かうに従い小さくなっている。刃組付体４の支点溝部１３と
舌片部１９の支点縁部２１とは刃体１０の刃先１０ａよりも下側で前記想定空域Ｓの内側
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に配置されている。剃刀ヘッド２において刃組付体４及び弾性支持体５の支持部７は支点
溝部１３と支点縁部２１との当接により支えられている。
【００２９】
　刃体１０の刃先１０ａの延設方向に沿う左右方向Ｙ、その左右方向Ｙに直交する前後方
向Ｘ、その左右方向Ｙ及び前後方向Ｘに直交する上下方向Ｚにおいて、刃組付体４は、図
８に示すように、可撓部８の変形に伴い、その前後方向Ｘ及び上下方向Ｚを含む鉛直面Ｖ
上で中立位置Ｐから前後方向Ｘへ弧状に移動し得る移動方向ＸＶにおける移動位置Ｑを取
り得る。また、刃組付体４は、図９に示すように、可撓部８の変形に伴い、その左右方向
Ｙ及び前後方向Ｘを含む水平面Ｈ上で中立位置Ｐから前後方向Ｘへ弧状に移動し得る移動
方向ＸＨにおける移動位置Ｑを取り得る。刃組付体４の支点溝部１３及び舌片部１９の支
点縁部２１は、前記鉛直面Ｖ上で前後方向Ｘへ弧状に移動し得る移動方向ＸＶに沿って弧
形状に形成されている。舌片部１９の支点縁部２１は、前記水平面Ｈ上で前後方向Ｘへ弧
状に移動し得る移動方向ＸＨに沿って弧形状に形成されている。
【００３０】
　剃刀ヘッド２においては、弾性支持体５の支持部７と接続部６とをそれらの連続部１５
，１７を除いて一つの型内で同時に成形した後、可撓部８をそれらの連続部１５，１７と
ともに成形して、支持部７と接続部６とをそれらの連続部１５，１７で互いに繋いで一体
的に形成する。
【００３１】
　ホルダ１においては、上下方向Ｚに長い主体部２２の外周に把持部２３が設けられ、主
体部２２の上端部に頭部２４が設けられている。頭部２４には連結孔部２５（連結部）が
前後方向Ｘへ貫設されているとともに、接続部６の連結筒部２０には弾性係脱部２６が後
向きＸＢに延設され、連結孔部２５に連結筒部２０が弾性係脱部２６による係合で着脱可
能に挿着されている。その挿着状態で頭部２４と接続部６とが互いに一体的に連続する。
弾性係脱部２６による係合を解除して連結筒部２０を連結孔部２５から抜くと、頭部２４
と接続部６とを互いに分離することができる。
【００３２】
　キャップ３は、剃刀ヘッド２の刃組付体４に上下方向Ｚの上側から着脱可能に被せられ
、刃組付体４の裏側に面する裏板部２７を有している。剃刀ヘッド２の接続部６の主体部
１８上にはストッパ段部２８（ストッパ部）が形成され、裏板部２７の下端部に形成され
たストッパ縁部２９（ストッパ部）がストッパ段部２８に係入されている。なお、剃刀ヘ
ッド２の刃組付体４にキャップを上下方向Ｚの下側から着脱可能に被せるようにしてもよ
い。
【００３３】
　ちなみに、剃刀ヘッド２において、刃組付体４の主要部と、弾性支持体５の支持部７の
載置部１４と、接続部６と、ホルダ１の主体部２２と、キャップ３とは、ＡＢＳ樹脂やポ
リプロピレン樹脂などの硬質樹脂により成形されている。また、弾性支持体５の支持部７
の連続部１５と、弾性支持体５の可撓部８と、接続部６の連続部１７と、ホルダ１の把持
部２３とは、ポリエステル系エラストマー樹脂やスチレン系エラストマー樹脂などの軟質
樹脂により成形されている。可撓部８に採用するエラストマー樹脂としては、ショアＡ４
０～ショアＤ７０の範囲の硬度を有する材料を採用し、例えばショアＡ９０の材料を採用
する。
【００３４】
　次に、首振り式剃刀の使用態様について述べる。
　図８（ａ）及び図９（ａ）に示すように首振り式剃刀の中立位置Ｐにおいては、刃組付
体４の支点溝部１３と舌片部１９の支点縁部２１とが互いに当接した状態で左右両可撓部
８が静止し、剃刀ヘッド２が上下方向Ｚ及び左右方向Ｙに沿うように延びて停止している
。剃刀ヘッド２の刃組付体４の規制部１２と剃刀ヘッド２の接続部６の主体部１８及び舌
片部１９との間に若干の隙間Ｇが開けられている。
【００３５】
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　図８（ａ）に示す中立位置Ｐで刃組付体４の上側が後向きＸＢに押されると、図８（ｂ
）に示すように、支点溝部１３と支点縁部２１とが当接部ＣＶで互いに当接しながら、左
右両可撓部８が変形して、刃組付体４が弾性支持体５の支持部７とともにその上側で後向
きＸＢに当接部ＣＶを中心に鉛直面Ｖに沿って回動して傾き、刃組付体４が移動位置Ｑで
停止する。刃組付体４の規制部１２は接続部６の主体部１８及び舌片部１９から下方へ離
間して隙間Ｇが広げられる。刃組付体４は弾性支持体５の支持部７が接続部６に当接する
まで回動し得る。
【００３６】
　図８（ａ）に示す中立位置Ｐで刃組付体４の下側が後向きＸＢに押されると、図８（ｃ
）に示すように、支点溝部１３と支点縁部２１とが当接部ＣＶで互いに当接しながら、左
右両可撓部８が変形して、刃組付体４が弾性支持体５の支持部７とともにその下側で後向
きＸＢに当接部ＣＶを中心に鉛直面Ｖに沿って回動して傾き、刃組付体４が移動位置Ｑで
停止する。刃組付体４は規制部１２が接続部６に当接するまで隙間Ｇの範囲で回動し得る
。
【００３７】
　図９（ａ）に示す中立位置Ｐで刃組付体４の左側が後向きＸＢに押されると、図９（ｂ
）に示すように、支点溝部１３と支点縁部２１とが互いに当接しながら、左右両可撓部８
が変形して、刃組付体４が弾性支持体５の支持部７とともにその左側で後向きＸＢに支点
縁部２１の後方の仮想位置ＣＨを中心に水平面Ｈに沿って回動して傾き、刃組付体４が移
動位置Ｑで停止する。刃組付体４は接続部６に当接するまで回動し得る。
【００３８】
　図９（ａ）に示す中立位置Ｐで刃組付体４の右側が後向きＸＢに押されると、図９（ｃ
）に示すように、支点溝部１３と支点縁部２１とが互いに当接しながら、左右両可撓部８
が変形して、刃組付体４が弾性支持体５の支持部７とともにその右側で後向きＸＢに支点
縁部２１の後方の仮想位置ＣＨを中心に水平面Ｈに沿って回動して傾き、刃組付体４が移
動位置Ｑで停止する。刃組付体４は接続部６に当接するまで回動し得る。
【００３９】
　図示しないが、図８（ｂ）や図８（ｃ）に示すように刃組付体４を鉛直面Ｖに沿って回
動させる首振りと、図９（ｂ）や図９（ｃ）に示すように刃組付体４を水平面Ｈに沿って
回動させる首振りとを互いに組み合わせた首振りも行うことができる。
【００４０】
　本実施形態は下記の効果を有する。
　（１）　剃刀ヘッド２において刃組付体４を可撓部８により支持したので、刃組付体４
を可撓部８の付勢力に抗して回動可能に支持する支持構造を簡単にすることができる。
【００４１】
　（２）　剃刀ヘッド２に刃組付体４の裏側で可撓部８を設けたので、刃組付体４の刃体
１０に比較的近い位置で可撓部８を配設し易くなり、使用時に肌面で刃組付体４を滑らか
に操作して肌面に対する感触を良くすることができる。
【００４２】
　（３）　使用時に刃組付体４を可撓部８の付勢力に抗して回動させる際に支点部（支持
溝部１３、支持縁部２１）で支えて刃組付体４の動きを安定させることができる。
　前記実施形態以外にも例えば下記のように構成してもよい。
【００４３】
　・　前記実施形態において、剃刀ヘッド２の接続部６と刃組付体４とにはその接続部６
に対し刃組付体４を移動可能に支え得る支点部（支点縁部２１、支点溝部１３）を有して
いるが、それらの支点部を省略して左右両可撓部８により刃組付体４及び弾性支持体５の
支持部７を支えてもよい。また、一つの支点部以外に、複数の支点部を設けてもよい。
【００４４】
　・　前記実施形態では、前記支点部（支点縁部２１、支点溝部１３）を前記想定空域Ｓ
の内側に配置したが、その外側に配置してもよい。
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　・　前記実施形態において、接続部６の支点縁部２１と刃組付体４の支点溝部１３とは
刃組付体４の中立位置Ｐ及び移動位置Ｑでそれぞれ互いに当接して支え得るが、その中立
位置Ｐと移動位置Ｑとのうち少なくとも一方で互いに当接して支えればよく、例えばそれ
らの支点部（支点縁部２１、支点溝部１３）を中立位置Ｐで離間させ、中立位置Ｐから移
動位置Ｑに移動する際にそれらの支点部を当接させるようにしてもよい。
【００４５】
　・　前記実施形態では、刃組付体４を鉛直面Ｖに沿って回動させる首振りと、刃組付体
４を水平面Ｈに沿って回動させる首振りと、それらを互いに組み合わせた首振りとを行う
ことができるが、いずれか一つの首振りのみを行うことができるようにしてもよい。
【００４６】
　・　板状の舌片部１９を厚み方向（上下方向Ｚ）に変形可能にしてもよい。
　・　前記実施形態では、板状の舌片部１９を採用しているが、棒状の突片部を採用して
もよい。その際、突片部の先端部に半球状の支点部を形成してもよい。
【００４７】
　・　前記実施形態では、剃刀ヘッド２の接続部６とホルダ１の頭部２４とをそれらの連
結部（連結筒部２０、連結孔部２５）で着脱させることができるが、それらの連結部を省
略して剃刀ヘッド２をホルダ１に対し一体的に設けてもよい。また、接続部６と頭部２４
において、着脱可能な凹凸関係を逆にした連結構造を採用して連結構造を変更することが
できるほか、それ以外の連結構造を採用してもよい。
【００４８】
　・　前記実施形態では、可撓部８を断面矩形の板状に形成したが、円形や三角形やＴ字
形などの断面形状に形成してもよい。
　・　前記実施形態では、傾斜部１６を有する可撓部８が主に左右方向Ｙに延設されてい
るが、可撓部８を主に上下方向Ｚに延設してもよい。
【００４９】
　・　前記実施形態では、左右方向Ｙの両側で両支持部７と接続部６との間に可撓部８を
配置したが、一または三以上の可撓部８を支持部７と接続部６との間に配置してもよい。
　・　前記実施形態では、弾性支持体５の可撓部８や弾性支持体５の支持部７の連続部１
５や接続部６の連続部１７を軟質樹脂により成形しているが、この可撓部８や連続部１５
や連続部１７を軟質樹脂を用いないで薄板状に形成したり薄肉ヒンジ部を形成したりして
変形可能にすることができる。
【００５０】
　・　前記実施形態では、剃刀ヘッド２の刃体１０の刃先１０ａの延設方向（左右方向Ｙ
）に対しホルダ１が上下方向Ｚに延設されているが、ホルダ１の延設方向を変更すること
ができる。
【００５１】
　・　前記実施形態では、剃刀ヘッド２の刃組付体４において枠部９の上部９ｂ及び下部
９ｃの表側にシェービングエイドが取着されているが、枠部９の中間部９ａと上部９ｂと
下部９ｃとのうち、任意の一つまたは二つまたは三つにシェービングエイドを取着するこ
とができる。
【００５２】
　・　枠部９の上部９ｂ及び下部９ｃの表側で取着するシェービングエイドの成分につい
ては、同じものにしたり異なるものにしたりしてもよい。また、上部９ｂの表側には保湿
性成分を有するシェービングエイドを設けることができる。
【００５３】
　・　前記実施形態では、刃組付体４の枠部９においてシェービングエイドが取着された
上部９ｂ及び下部９ｃが中間部９ａに対し離脱不能に取り付けられているが、上部９ｂ及
び下部９ｃを交換し得るように中間部９ａに対し着脱可能に取り付けてもよい。
【符号の説明】
【００５４】
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　１…ホルダ、２…剃刀ヘッド、４…刃組付体、５…弾性支持体、６…接続部、７…支持
部、８…可撓部、１０…刃体、１０ａ…刃体の刃先、１３…支点溝部（支点部）、１４ｂ
…載置部の左部（支持部）、１４ｃ…載置部の右部（支持部）、１５…可撓部の連続部（
支持部）、１９…舌片部（突片部）、２１…支点縁部（支点部）、２４…ホルダの頭部、
Ｐ…中立位置、Ｑ…移動位置、Ｘ…前後方向、Ｙ…左右方向、Ｚ…上下方向。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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【図７】
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【図８】 【図９】
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